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評価には、χ2 値（以下、χ2）、自由度（degrees of 
freedom：以下、df）、Comparative Fit Index（以下、
CFI）、Root Mean Square Error of Approximation
（以下、RMSEA）を用いた。χ2/df は値が小さい
ほどモデルのデータに対する適合度が高いことを
示し、CFI および RMSEA は一般に CFI ≧ 0.95、
RMSEA ≦ 0.06 であればそのモデルがデータをよく











点の有意差の有無を、1 サンプルの t 検定を用いて
確認した。



















　分析対象者 808 人の属性は表 1 のとおりであ
る。性別は女性が 600 人（74.3％）、男性が 208 人
（25.7％）であり、年代は 50 歳代が最多の 310 人
人数 （ ％ ）




















福祉士が 102 人（12.6％）、看護師が 94 人（11.6％）
であった。また所持資格を複数回答で求めたとこ








人数 （ ％ ）









人数 （ ％ ） 人数 （ ％ ） 人数 （ ％ ） 人数 （ ％ ）
yK1 精神安定剤などの向精神薬を飲むことによって，認知症症状が悪化してしまうこともある 〇 55 （ 6.8 ） 79 （ 9.8 ） 340 （ 42.1 ） 334 （ 41.3 ）
ｙK2 認知症の治療は，入院治療が中心である × 524 （ 64.9 ） 249 （ 30.8 ） 32 （ 4.0 ） 3 （ 0.4 ）
ｙK3 認知症の人への適切な接し方で認知症の症状を和らげることができる 〇 31 （ 3.8 ） 12 （ 1.5 ） 144 （ 17.8 ） 621 （ 76.9 ）
ｙK4 認知症は遺伝なので治療法はない × 642 （ 79.5 ） 139 （ 17.2 ） 20 （ 2.5 ） 7 （ 0.9 ）
ｙK5 精神安定剤などの向精神薬は認知症に投薬されることはない × 520 （ 64.4 ） 222 （ 27.5 ） 48 （ 5.9 ） 18 （ 2.2 ）
ｙK6 もの忘れ以外にも，認知症の症状はたくさんある 〇 19 （ 2.4 ） 4 （ 0.5 ） 37 （ 4.6 ） 748 （ 92.6 ）
ｙK7 認知症の診断には，心理検査（あるいは認知機能検査）が役立つ 〇 30 （ 3.7 ） 105 （ 13.0 ） 386 （ 47.8 ） 287 （ 35.5 ）
ｙK8 認知症で精神科には受診できない × 696 （ 86.1 ） 95 （ 11.8 ） 13 （ 1.6 ） 4 （ 0.5 ）
ｙK9 認知症か否かを症状だけで推測するのは不十分である 〇 39 （ 4.8 ） 38 （ 4.7 ） 184 （ 22.8 ） 547 （ 67.7 ）





























とおりである。先行研究 13）と同様に 1 因子モデル
を設定し、構造方程式モデリングを用いてデータ
に対する適合度を確認した。その結果、χ2（df）

















報量は潜在特性がθ = -1.6 の時に 3.308 と最も高い
値を示した（図 3）。



































































　本研究対象者である CMr と先行研究 13）における
調査対象者である地域住民の認知症に関する知識の
平均得点に関し、その有意差の有無を 1 サンプル
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　This study examined knowledge regarding dementia among care managers (CMrs) employed in in-home, 
long-term care support offices. An anonymous questionnaire survey was completed by 3,000 CMrs employed 
at 3,000 sites. The sites were selected through a stratified two-step extraction method among in-home, long-
term care support offices located in the Kinki, Chugoku (except the Okayama prefecture), Shikoku, Kyushu, 
and Okinawa areas of Japan. For the analysis, data from 808 participants were used. Initially, we examined 
the cross validity of the knowledge measurement scale regarding dementia developed by Mikami et al. 
(2017) for regional residents. Subsequently, the discrimination power, degree of difficulty, and amount of 
information of the entire investigation were calculated using the item reaction theory (two-parameter logistic 
model) to assess the accuracy of the knowledge measurement scale. The results suggested that although the 
knowledge measurement scale regarding dementia may be composed of items that are too simple for CMrs, 
it could be used to support them.
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